
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 ４月号 №３８３ 

 

 

吉岡公民館 ℡ 66-5258 

吉岡公民館 

お茶の間通信 

2月末現在       (前月比) 

 世帯数  986世帯  (-5) 

   男   1,079人   (-３) 

   女   1,1６6人   (±0) 

合計  2,245人    (-3) 

【４月のごみ収集日】※当日８時までにお出しください 

ビン、ペットボトル・・・・・１６日（水） 

古紙の日  ・・・・・・・・・２３日（水） 

 

吉岡小学校卒業生の皆さんへ 

吉岡・周辺地区の

昔話がまとめら

れた「ふるさとお

もしろ昔ばなし」 

 

竹で作られ

たペン立て 

 

３月６日（木）、卒業を迎えられる吉岡小学校６年生２１名の皆さんに、今年も

吉岡歩こう会と河上篤さん（石延）から記念品が贈られました。吉岡小学校での思

い出の一つとして、大切にしてくださいね。 

「西条市吉岡公民館だより」で検索するとカラー版がご覧になれます。 

西条市吉岡公民館だより 

◎公民館の行事や学級（こどもタイム等）の様
子や作品を、公民館職員が写真撮影いたしま
す。また、撮影した写真を公民館だよりやホー
ムページに掲載する場合がありますのでご了
承ください。写真の撮影、掲載を望まない方
は職員までお申し付けください。 
◎ホームページで使用する肖像権等個人情報
については「公民館だよりのホームページ掲
載要項」に従い適切に取り扱います。 
◎ホームページ掲載後に、やむを得ない事情で
掲載を取りやめたい場合は、その旨を公民館
までお申し出ください。 

囲碁ボール大会 

２月２０日（木）「囲碁ボール大会」を開催しました。２１人の参加者が３人ずつ７チーム

に分かれて皆さん楽しく試合ができました。 

２月２７日（木）「防災ゲームをしながら楽しく学ぼう」をテーマに講師の防災士、木藤容子氏をお迎え

し、災害時に自宅でできるちょっとしたアドバイスなどをお話していただきました。また防災ゲームをし

て防災の大切さを学びました。 

 

第3回 吉岡人生大学  

吉岡の歴史がま

とめられた「ふ

るさと吉岡フィ

ールドワーク」 

 

吉岡の名所

旧跡などが

まとめられ

た「吉岡歴史

散策マップ」 

 

シニアクラブ「人権の花」啓発活動 
はるらんまん

お花見にでかけよう！
 綺麗な桜を見ながら交流を深めましょう。 

日 時：４月３日（木）１０：３０～ 

集合場所：吉岡公民館（乗り合わせて行きます。） 

コース：本谷公園 

お弁当代：８００円（お茶付き）当日集金 

持参物：タオル・飲み物 

締切日：３月３１日（月） 

申込先：吉岡公民館 ☎66-5258 

※準備の都合上必ず申込をお願いします。 

※雨天時は公民館でお弁当を食べながら交流し

ます。 

〈お知らせ〉吉岡地区「地域づくり」が始まります！ 

 西条市は今後の人口減少・少子高齢化社会を見据

えた地域づくりに関する取組を進めております。吉

岡地区においても行政、公民館、地域で活動する

方々で意見交換を行ったところ、地域のあり方を検

討するとともに各種団体や個人が繋がることの重

要性が認識され、地域づくりの取組を進めてみたい

との結果になりました。このことを踏まえ、今後、

講演会や座談会等を開催する予定です。公民館だよ

りやチラシ等でご案内します。 

 シニアクラブ代表の皆さんが「人権の花」啓発

活動に取り組んでいます。小学生の人権標語も添

えて、今準備してくださっています。 

肖像権等の取扱いについて 
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西条市民親睦バドミントン冬季大会 

２月 2 日（日）に西条市東予体育館で開催

され、以下の成績を残されました。 

＜6年生の部＞ 
準優勝：村上 芽依 

＜５年生の部＞  
３ 位：河村 唯菜 

＜4年生の部＞ 
準優勝：志賀 七榎 

 

吉岡公民館視察研修を今年も計画しています 

肖像権等の個人情報に係わる承諾について 

「 」 西条市スポーツ少年団  
さよなら大会（バドミントン）  

２月９日（日）に西条市東予体育館で開催さ

れ、以下の成績を残されました。 

＜５年生の部＞ 
優 勝：河村 唯菜 

＜４年生の部＞  
優 勝：十亀 結彩 

＜１年生の部＞ 
準優勝：志賀 七榎 

 

西条市スポーツ少年団さよなら大会 
（空手道競技） 

令和７年２月１６日（日）に西条市東予体育館で

行われ、以下の成績を残されました。 

（１）組手の部 

【小学 5・6年生の部】 

第１位：青野 光希  第３位：近藤 昌吾 

（2）形の部 

【小学５・６年生の部】 

 第２位：青野 光希 

日時：5月２９日（木） 予定です 

行先：松山方面 予定です 

定員：２０名  
                                    
※詳細が決まり次第公民館にてチラシ等でご案内します。 

西条市軽スポーツ大会を開催します！ 
西条市スポーツ推進委員協議会では、気軽にスポーツに取り組むとともにスポーツの楽しさを知っていただくため、軽ス

ポーツ大会を開催します。 

■日 時  ５月１１日（日） ９時～１２時（受付：８時３０分～）     ■場 所  東予体育館アリーナ  

■大会種目  モルック                                ■体験種目  ディスコン、ディスゲッター 

■対 象 者  小学生以上   チーム３～４名で競技をしていただきます。 ■定    員  １２チーム（先着） 

■申込方法   ４月２５日（金）までに、申込用紙を申込先に提出。  （スポーツ健康課へ申し込む場合は、ＦＡＸ可） 

※ＦＡＸにてお申し込みの場合は、必ずスポーツ健康課まで受付の確認をしてください。※大会当日の

お申し込みはできません。 

■注意事項  当日は運動のできる服装でお越しください。 

水筒・室内シューズ等をご持参ください。 

■申 込 先    ○スポーツ健康課（市庁舎本館１階）          ○西部支所市民福祉課こども係 

ＴＥＬ０８９７-５２-１２５５               〇丹原・小松サービスセンター 

ＦＡＸ０８９７-５２-１２９４               〇各公民館 

■問合せ先   お近くのスポーツ推進委員またはスポーツ健康課（０８９７－５２－１２５５）まで 

 

 

差別とたたかうということ   丹原西中学校 ３年 野口 倖愛（令和５年時） 

日本には、たくさんの人権問題があります。そして、今もなお差別により苦しんでいる人がいます。差別が

なくならないのは、正しい知識を身に付け、正確に理解している人が少ないからだと私は思います。日本に

は、約１６の人権課題があり、それらを解消するためには、正しい知識と理解を深めることが大切だとされて

います。 

 現在も解消されていない差別には、江戸時代から根強く残っているものがあります。それは、部落差別で

す。学校の授業で習うまで、このような差別が存在することを知りませんでした。中世では、自然に手を加え

たり、死や出血などの非日常的なものに関わったりすると「ケガレ」を受けるとされてきました。そのため、

河の近くで生活していた特定の人たちが、それを生業としてきました。皮革業や守番などの役人の下働き、芸

能や庭師など、人々が生きていくためになくてはならない仕事をしていました。初めは尊敬されていた部分も

ありましたが、次第に畏怖に変わり、やがて差別が始まったとされています。さらに、当時の幕府の政策によ

り、差別が苛烈さを増します。身分制度が敷かれ、武士、百姓、町人の三つの身分に分けられることになりま

した。しかし、そのどれにも属すことがなかった人たちがいます。その人たちは、村の運営や祭りに参加する

ことができず、住む場所や職業、着るものや仕事に使う道具まで制限されました。また、犯罪者を捕らえた

り、刑罰を実行したりする職務に就かされ、周りから一方的に恨みを買うことになり、集落の中で孤立してい

き、見せしめのようにひどい扱いを受けたとされています。「みんなしているから、自分たちとは違うから」

と、差別は広がり、今日まで根強く残っているのです。差別を解消するためには、このことに気付くことから

始まります。 

 私たちは、学校で部落差別の成り立ちから、差別解消に向けてどのような取組がされてきたかを学んできま

した。たくさんの人たちが、部落差別撤廃に取り組んできたことを知りました。その結果、差別事象が減少傾

向にあります。しかし、「０」ではありません。私たちは「０」になるまで、差別と闘わなければならないと思

います。 

 最近では、インターネットの中で差別事象が起こっているケースもあります。その一つが、個人が簡単にモ

ノの売り買いが楽しめるフリマアプリのサイト上で、同和地区名などを記載した「部落地名総鑑」の復刻版に

当たる出版物が出品された件です。報道では、出品者に差別的意図や悪意等はなかったとありましたが、自分

が気付かないうちに、差別に加担してしまった一例だと思います。また、動画投稿サイトに、被差別部落の個

人宅などを撮影した動画がアップロードされています。署名活動により、二百本ほどが権利者によって削除さ

れることになりましたが、似たような動画はまだ公開されたままであるそうです。部落差別について、正しい

知識を持つことができていない人がこの動画を見たらどう思うでしょうか。事実と異なる認識を植え付けら

れ、間違った思い込みや偏見を持ってしまうのではないでしょうか。それでは、悲劇を繰り返すだけになって

しまいます。 

差別は「アンコンシャスバイアス」という無意識の思い込みや偏見により、被害者の未来や可能性を潰すも

のです。そんなことは許されてはいけません。ただし、知らず知らずに差別に加担してしまうケースもありま

す。自分がそうなっていないか、思い込みや偏見に囚われないよう、自分が考えるのです。また、差別をして

はいけないと思っていても、「みんなしている」「みんな同じだから大丈夫」と弱い気持ちに流されることもあ

ります。これは、バンドワゴン効果と言い、「みんながやっていることなら正しい」と思ってしまう心理的作用

のことです。人間の心の性質を正しく理解していなければ、差別やいじめだけでなく、多くの問題を引き起こ

します。これらのことから、私たちは学校で人権・同和教育をしているのだと思いました。私たち人間はどう

しても、思い込みによって間違えたり、周りに流されたりします。「正しい行動を取るためには、正しい知識を

基に自分で見て考え、判断することが重要です」と授業の中で、先生が話していた言葉を思い出しました。自

分は大丈夫だと思わずに、相手の気持ちをしっかり考えながら、自分で判断していかなければいけないこと

を、今後も忘れずに生活していきます。 

 

一緒に学びましょう 人権のお話 毎月１０日は人権の日 

予告‼ 


